
(57)【要約】

【課題】曲げ操作直後に、曲げた一組のガラスパネルの

冷却が、十分なエッジテンションを与えるために制御さ

れた方法で行われ、かつアニーリングでガラスパネから

の熱エネルギーを上部トラック上のガラスパネルを加熱

するために利用できるガラスパネルの曲げ装置を提供す

る。

【解決手段】上部トラック（１）上に重力たわみを生じ

る曲げセクション（４ａ）とその下にある冷却セクショ

ン（５）との間の中間床（１５）が複数の連続した冷却

媒体循環手段を備えており、それを通して冷却媒体の流

れが、ガラスパネルのアニーリングを制御するために制

御可能であり、及び制御されたアリーリングを備えた冷

却セクション（５）の下流では、キャリヤ（９）が、単

純な通過により複数の予備加熱セクション（３ａ、３）

の下をノンストップで下部トラック（２１）に沿って搬

送されることを特徴とするガラスパネルの曲げ装置。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
－ 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） を 含 む 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ １ ） 、 該 キ ャ
リ ヤ の 前 後 壁 （ １ １ ） は 連 続 し た 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ２ 、 ３ ） と 連 続 し た 複 数 の 曲 げ セ ク シ
ョ ン （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 互 い に 分 離 し 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 最 後 の 曲 げ セ ク シ ョ ン （
４ ｂ ） の 方 向 に 間 欠 的 に 搬 送 可 能 に さ れ て お り 、 該 最 後 の 曲 げ セ ク シ ョ ン は 昇 降 可 能 な 雄
モ ー ル ド （ ２ ２ ） を そ の 天 井 に 有 し ；
－ 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） を 含 む 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ ２ １ ） 、 該 キ
ャ リ ヤ の 前 後 壁 （ １ １ ） は 連 続 し た 冷 却 セ ク シ ョ ン （ ５ 、 ６ 、 ７ ） を 互 い に 分 離 し 、 モ ー
ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 上 部 ト ラ ッ ク 上 に あ る モ ー ル ド キ ャ リ ヤ の 搬 送 方 向 と は 反 対 方 向 に
間 欠 的 に 搬 送 可 能 に さ れ て お り ；
－ モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） に よ り 支 持 さ れ て い る 多 数 の 曲 げ モ ー ル ド （ １ ２ ） ；
－ 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ １ ） の 上 流 端 部 に あ る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ２ ） 、 ガ
ラ ス パ ネ ル の 加 熱 が 強 制 対 流 に よ り 行 わ れ 、 そ の た め の 熱 エ ネ ル ギ ー が 下 部 モ ー ル ド キ ャ
リ ヤ ト ラ ッ ク の 下 流 端 部 セ ク シ ョ ン （ ７ ） の ま さ に 冷 却 し て い る ガ ラ ス パ ネ ル か ら 得 ら れ
；
－ 少 な く と も 幾 つ か の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン に あ る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ３ ） の 天 井 の 輻 射
加 熱 手 段 （ １ ３ ） ；
－ 重 力 た わ み を 生 じ る 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ） の 天 井 に あ る 輻 射 加 熱 手 段 （ １ ４ ） ；
－ 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ） と 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ３ 、 ３ ａ ） を そ の 下 に あ る セ ク シ ョ ン
（ ５ 、 ６ ） か ら 分 離 す る た め の 中 間 床 （ １ ５ ａ 、 １ ５ ） ； 及 び
－ 曲 げ ら れ た ガ ラ ス パ ネ ル と 共 に 下 部 ト ラ ッ ク （ ２ １ ） 上 に 上 部 ト ラ ッ ク （ １ ） か ら モ ー
ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） を 下 げ る た め の リ フ ト 機 構 （ ２ ０ ） を 含 み 、
前 記 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 開 放 構 造 又 は 代 替 高 加 熱 伝 達 底 （ １ ０ ） を 備 え た ガ ラ ス パ
ネ ル を 曲 げ る 装 置 で あ っ て 、
－ 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ １ ） 上 に 重 力 た わ み を 生 じ る 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ）
と そ の 下 に あ る 冷 却 セ ク シ ョ ン （ ５ ） と の 間 に あ る 中 間 床 （ １ ５ ） が 複 数 の 連 続 し た 冷 却
媒 体 循 環 手 段 を 備 え て お り 、 そ れ を 通 し て 冷 却 媒 体 の 流 れ が 、 ガ ラ ス パ ネ ル の ア ニ ー リ ン
グ を 制 御 す る た め に 制 御 可 能 で あ り 、 及 び 制 御 さ れ た ア リ ー リ ン グ を 備 え た 冷 却 セ ク シ ョ
ン （ ５ ） の 下 流 で は 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 、 単 純 な 通 過 に よ り 複 数 の 予 備 加 熱 セ ク
シ ョ ン （ ３ ａ 、 ３ ） の 下 を ノ ン ス ト ッ プ で 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク に 沿 っ て 搬 送 さ
れ る よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 冷 却 媒 体 循 環 手 段 が 、 中 間 床 に 冷 却 ボ ッ ク ス を 含 み 、 及 び 冷 却 媒 体 が 空 気 を 含 み 、 冷
却 ボ ッ ク ス （ １ ５ ） に よ る そ の 流 れ が 、 連 続 し た 冷 却 ボ ッ ク ス と 協 働 す る 幾 つ か の 排 気 フ
ァ ン （ ２ ３ ） に よ り 制 御 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 中 間 床 （ １ ５ 、 １ ５ ａ ） の 頂 部 に 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） 底 （ １ ０ ） の レ ベ ル の 下
に 位 置 す る 輻 射 加 熱 要 素 （ １ ６ ） が あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 輻 射 加 熱 要 素 （ １ ６ ） が 、 少 な く と も 一 つ の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ３ 、 ３ ａ ） 及 び 少
な く と も 一 つ の 予 備 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ） の 中 間 床 （ １ ５ 、 １ ５ ａ ） の 頂 部 に あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ ２ １ ） の 下 流 端 部 に 続 い て 、 強 制 対 流 に よ り 冷 却 さ れ る
セ ク シ ョ ン （ ７ 、 ７ ａ ） が 荷 下 ろ し セ ク シ ョ ン （ ８ ａ ） に 通 じ 、 そ こ か ら ガ ラ ス パ ネ ル が
ト ラ ッ ク に 横 付 け で 降 ろ さ れ て お り 、 及 び ガ ラ ス パ ネ ル を モ ー ル ド か ら 離 し て 持 ち 上 げ る
た め の ホ イ ス ト 機 構 （ ２ ５ ） を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か の
項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
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ホ イ ス ト 機 構 （ ２ ５ ） が 、 ガ ラ ス パ ネ ル を 持 ち 上 げ る た め に 、 関 節 ジ ャ ッ キ （ ２ ５ ａ ） に
よ り 支 持 さ れ た 空 気 圧 又 は 液 圧 （ ２ ５ ｂ ） に よ り 伸 長 又 は 引 き 込 み 式 の 関 節 ジ ャ ッ キ （ ２
５ ａ ） と 柱 （ ２ ５ ｃ ） か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
中 間 床 （ １ ５ ） の 底 表 面 、 即 ち 、 各 冷 却 ボ ッ ク ス の 隔 壁 が 、 ガ ラ ス 温 度 を 測 定 し 、 連 続 し
た 冷 却 媒 体 循 環 手 段 を 通 し て 冷 却 媒 体 の 個 々 の 流 れ を 調 節 す る た め の 熱 要 素 （ ５ ｔ ） を 備
え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
中 間 床 （ １ ５ ） の 底 表 面 、 即 ち 、 冷 却 ボ ッ ク ス の 隔 壁 が 、 波 状 プ レ ー ト か ら 作 ら れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か の 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
冷 却 セ ク シ ョ ン が 、 ガ ラ ス パ ネ ル の 下 で 、 そ の 底 に 、 冷 却 媒 体 パ イ プ シ ス テ ム を 備 え 、 セ
ク シ ョ ン の 外 で セ ク シ ョ ン の 反 対 側 か ら 、 空 気 の よ う な 冷 却 媒 体 を 供 給 し て い る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 ガ ラ ス パ ネ ル を 曲 げ る た め の 装 置 に 関 す る 。 該 装 置 は 、
－ 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ を 含 む 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク 、 該 キ ャ リ ヤ の 前 後 壁
は 連 続 し た 加 熱 セ ク シ ョ ン と 連 続 し た 複 数 の 曲 げ セ ク シ ョ ン を 互 い に 分 離 し 、 モ ー ル ド キ
ャ リ ヤ が 最 後 の 曲 げ セ ク シ ョ ン の 方 向 に 間 欠 的 に 搬 送 可 能 に さ れ て お り 、 該 最 後 の 曲 げ セ
ク シ ョ ン は 昇 降 可 能 な 雄 モ ー ル ド を そ の 天 井 に 有 し ；
－ 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ を 含 む 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク 、 該 キ ャ リ ヤ の 前 後 壁
は 連 続 し た 冷 却 セ ク シ ョ ン を 互 い に 分 離 し 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ が 上 部 ト ラ ッ ク 上 に あ る モ
ー ル ド キ ャ リ ヤ の 搬 送 方 向 と は 反 対 方 向 に 間 欠 的 に 搬 送 可 能 に さ れ て お り ；
－ モ ー ル ド キ ャ リ ヤ に よ り 支 持 さ れ て い る 多 数 の 曲 げ モ ー ル ド ；
－ 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク の 上 流 端 部 に あ る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン 、 ガ ラ ス パ ネ ル の
加 熱 が 強 制 対 流 に よ り 行 わ れ 、 そ の た め の 熱 エ ネ ル ギ ー が 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク
の 下 流 端 部 セ ク シ ョ ン の ま さ に 冷 却 し て い る ガ ラ ス パ ネ ル か ら 得 ら れ ；
－ 少 な く と も 幾 つ か の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン に あ る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン の 天 井 の 輻 射 加 熱 手
段 ；
－ 重 力 た わ み を 生 じ る 曲 げ セ ク シ ョ ン の 天 井 に あ る 輻 射 加 熱 手 段 ；
－ 曲 げ セ ク シ ョ ン と 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン を そ の 下 に あ る セ ク シ ョ ン か ら 分 離 す る 中 間 床 ；
及 び
－ 曲 げ ら れ た ガ ラ ス パ ネ ル と 共 に 下 部 ト ラ ッ ク 上 に 上 部 ト ラ ッ ク か ら モ ー ル ド キ ャ リ ヤ を
下 げ る た め の リ フ ト 機 構 を 含 み 、
前 記 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ が 開 放 構 造 又 は 代 替 高 加 熱 伝 達 底 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
こ の タ イ プ の 装 置 は 、 本 願 出 願 人 に よ る 米 国 特 許 第 ４ ， ４ ９ ７ ， ６ ４ ５ 号 明 細 書 及 び 同 第
４ ， ９ ８ ６ ， ８ ４ ２ 号 明 細 書 に よ り 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 装 置 は 、 例 え ば 、 自 動 車 の
フ ロ ン ト ガ ラ ス と し て 使 用 す る た め に 共 に そ の 後 積 層 さ れ る た め に 、 重 ね 合 わ せ た 何 組 の
ガ ラ ス パ ネ ル を 曲 げ る 工 程 で 非 常 に 有 効 で あ る 。 加 熱 セ ク シ ョ ン で 加 熱 さ れ る ガ ラ ス パ ネ
ル を 加 熱 す る た め に 、 冷 却 セ ク シ ョ ン で ま さ に ア ニ ー リ ン グ し て い る ガ ラ ス パ ネ ル に よ っ
て 放 出 さ れ た 熱 を 効 果 的 に 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 加 熱 セ ク シ ョ ン で 加 熱 さ れ る 一 組
の ガ ラ ス パ ネ ル と そ の 下 の ま さ に ア ニ ー リ ン グ し て い る 一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル と の 間 は 小 さ
い 温 度 差 の み で あ る の で 、 最 後 の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン に お け る そ の 可 能 性 は も は や 存 在 し
な い 。 こ の 理 由 は 、 本 願 出 願 人 に よ り 既 に 米 国 特 許 第 ５ ， ９ ０ ２ ， ３ ６ ７ 号 明 細 書 に 提 案
さ れ て お り 、 曲 げ 操 作 に 続 い て 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ が 、 予 備 曲 げ セ ク シ ョ ン の 下 で 最 後 の
予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン よ り 下 の 位 置 に 直 接 搬 送 さ れ て い る か ら で あ る 。 し か し 、 こ の 配 置 で
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は 、 十 分 な エ ッ ジ ス ト レ ス 又 は テ ン シ ョ ン を 与 え る た め に 曲 げ 操 作 後 直 ち に 冷 却 が 制 御 さ
れ る よ う に さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 の 目 的 は 、 改 良 さ れ た ガ ラ ス パ ネ ル の 曲 げ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ り 、 曲 げ 操 作 直
後 に 、 曲 げ た 一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル の 冷 却 が 、 十 分 な エ ッ ジ テ ン シ ョ ン を 与 え る た め に 制 御
さ れ た 方 法 で 行 わ れ 、 そ れ に 加 え て 、 ア ニ ー リ ン グ で ガ ラ ス パ ネ ル に よ り 放 出 さ れ た 熱 エ
ネ ル ギ ー が 上 部 ト ラ ッ ク 上 に 加 熱 さ れ る ガ ラ ス パ ネ ル を 加 熱 す る た め に 効 率 よ く 利 用 す る
こ と が で き る ガ ラ ス パ ネ ル の 曲 げ 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 － 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） を 含 む 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ １
） 、 該 キ ャ リ ヤ の 前 後 壁 （ １ １ ） は 連 続 し た 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ２ 、 ３ ） と 連 続 し た 複 数 の
曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ 、 ４ ｂ ） を 互 い に 分 離 し 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 最 後 の 曲 げ セ
ク シ ョ ン （ ４ ｂ ） の 方 向 に 間 欠 的 に 搬 送 可 能 に さ れ て お り 、 該 最 後 の 曲 げ セ ク シ ョ ン は 昇
降 可 能 な 雄 モ ー ル ド （ ２ ２ ） を そ の 天 井 に 有 し ；
－ 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） を 含 む 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ ２ １ ） 、 該 キ
ャ リ ヤ の 前 後 壁 （ １ １ ） は 連 続 し た 冷 却 セ ク シ ョ ン （ ５ 、 ６ 、 ７ ） を 互 い に 分 離 し 、 モ ー
ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 上 部 ト ラ ッ ク 上 に あ る モ ー ル ド キ ャ リ ヤ の 搬 送 方 向 と は 反 対 方 向 に
間 欠 的 に 搬 送 可 能 に さ れ て お り ；
－ モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） に よ り 支 持 さ れ て い る 多 数 の 曲 げ モ ー ル ド （ １ ２ ） ；
－ 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ １ ） の 上 流 端 部 に あ る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ２ ） 、 ガ
ラ ス パ ネ ル の 加 熱 が 強 制 対 流 に よ り 行 わ れ 、 そ の た め の 熱 エ ネ ル ギ ー が 下 部 モ ー ル ド キ ャ
リ ヤ ト ラ ッ ク の 下 流 端 部 セ ク シ ョ ン （ ７ ） の ま さ に 冷 却 し て い る ガ ラ ス パ ネ ル か ら 得 ら れ
；
－ 少 な く と も 幾 つ か の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン に あ る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ３ ） の 天 井 の 輻 射
加 熱 手 段 （ １ ３ ） ；
－ 重 力 た わ み を 生 じ る 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ） の 天 井 に あ る 輻 射 加 熱 手 段 （ １ ４ ） ；
－ 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ） と 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン （ ３ 、 ３ ａ ） を そ の 下 に あ る セ ク シ ョ ン
（ ５ 、 ６ ） か ら 分 離 す る た め の 中 間 床 （ １ ５ ａ 、 １ ５ ） ； 及 び
－ 曲 げ ら れ た ガ ラ ス パ ネ ル と 共 に 下 部 ト ラ ッ ク （ ２ １ ） 上 に 上 部 ト ラ ッ ク （ １ ） か ら モ ー
ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） を 下 げ る た め の リ フ ト 機 構 （ ２ ０ ） を 含 み 、
前 記 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 開 放 構 造 又 は 代 替 高 加 熱 伝 達 底 （ １ ０ ） を 備 え た ガ ラ ス パ
ネ ル を 曲 げ る 装 置 で あ っ て 、
－ 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク （ １ ） 上 に 重 力 た わ み を 生 じ る 曲 げ セ ク シ ョ ン （ ４ ａ ）
と そ の 下 に あ る 冷 却 セ ク シ ョ ン （ ５ ） と の 間 に あ る 中 間 床 （ １ ５ ） が 複 数 の 連 続 し た 冷 却
媒 体 循 環 手 段 を 備 え て お り 、 そ れ を 通 し て 冷 却 媒 体 の 流 れ が 、 ガ ラ ス パ ネ ル の ア ニ ー リ ン
グ を 制 御 す る た め に 制 御 可 能 で あ り 、 及 び 制 御 さ れ た ア リ ー リ ン グ を 備 え た 冷 却 セ ク シ ョ
ン （ ５ ） の 下 流 で は 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ （ ９ ） が 、 単 純 な 通 過 に よ り 複 数 の 予 備 加 熱 セ ク
シ ョ ン （ ３ ａ 、 ３ ） の 下 を ノ ン ス ト ッ プ で 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク に 沿 っ て 搬 送 さ
れ る よ う に さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 乃 至 ３ に 示 す 装 置 は 、 連 続 す る モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ を 含 む 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ
ッ ク １ を 有 す る 。 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ の 前 後 壁 １ １ は 、 連 続 す る 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ２ 、 ３
及 び 複 数 の 連 続 し た 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ａ 、 ４ ｂ を そ れ ぞ れ 分 離 し て い る 。 モ ー ル ド キ ャ リ
ヤ ９ は 最 後 の 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ｂ 方 向 に 間 欠 的 に 搬 送 で き る よ う に さ れ て お り 、 最 後 の 曲
げ セ ク シ ョ ン に は 、 昇 降 可 能 な 雄 モ ー ル ド ２ ２ を 備 え た 天 井 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク ２ １ は 、 連 続 し た モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ を 含 み 、 上 部 ト ラ ッ
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ク １ の 下 に あ る 。 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク ２ １ の モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ は 、 前 後 壁 １
１ を 有 し 、 該 前 後 壁 は 連 続 し た 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ 、 ６ 及 び ７ を 互 い に 分 離 し て い る 。 下 部
モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク ２ １ の モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ は 上 部 ト ラ ッ ク 上 に あ る モ ー ル ド キ
ャ リ ヤ の 搬 送 方 向 と は 反 対 方 向 に 間 欠 的 に 搬 送 で き る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
各 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ は モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ に よ っ て 支 持 さ れ る 曲 げ モ ー ル ド １ ２ を 備 え
て い る 。 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ が 荷 積 み 及 び 荷 下 ろ し セ ク シ ョ ン ８ で 炉 外 に 位 置 し て い る 間 、
一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル は 曲 げ モ ー ル ド １ ２ 上 に セ ッ ト さ れ る 。 キ ャ リ ヤ ９ 、 モ ー ル ド １ ２ 、
及 び 曲 げ ら れ る 一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル は 、 荷 積 み 及 び 荷 下 ろ し セ ク シ ョ ン ８ に 続 く セ ク シ ョ
ン ８ ａ の リ フ ト に よ っ て 上 部 ト ラ ッ ク １ の 上 ま で 持 ち 上 げ ら れ 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ は 曲 げ
セ ク シ ョ ン ４ ｂ 方 向 に あ る 時 間 で キ ャ リ ヤ 長 と 実 質 等 し い 距 離 に よ っ て 間 欠 的 に 搬 送 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
最 初 、 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ２ に 移 動 し 、 そ の 中 で は 熱 が 強 制 対 流 し て お り 、 そ の 熱 エ ネ ル
ギ ー は 底 の 冷 却 セ ク シ ョ ン ７ で 強 制 対 流 に よ り ま さ に ア ニ ー リ ン グ し て い る ガ ラ ス パ ネ ル
か ら 利 用 さ れ て い る 。 従 っ て 、 冷 却 さ れ る ガ ラ ス パ ネ ル の ア リ ー リ ン グ を 促 進 さ せ る た め
に 冷 却 セ ク シ ョ ン ７ を 使 用 す る こ と が で き 、 ま た 冷 却 さ れ る ガ ラ ス パ ネ ル の 熱 エ ネ ル ギ ー
を よ り 効 率 的 に 利 用 し な が ら 加 熱 さ れ る ガ ラ ス パ ネ ル の 加 熱 を 促 進 さ せ る た め に 加 熱 セ ク
シ ョ ン ２ を 使 用 す る こ と が で き る 。 セ ク シ ョ ン ２ 及 び ７ の 構 造 的 及 び 機 能 的 な 特 徴 は 、 本
出 願 人 に よ る 米 国 特 許 第 ４ ， ９ ８ ６ ， ８ ４ ２ 号 明 細 書 に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。 こ の ケ ー
ス の 場 合 と の 違 い は 、 最 初 の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ２ ａ が 下 部 ト ラ ッ ク の 上 流 端 部 冷 却 セ ク
シ ョ ン ５ か ら ダ ク ト ２ ４ を 経 由 し て 熱 風 が 供 給 さ れ 、 そ の セ ク シ ョ ン の 各 々 は 、 排 気 フ ァ
ン ２ ３ に よ り 制 御 さ れ た 冷 却 空 気 循 環 を 個 々 に 備 え て い る 。 セ ク シ ョ ン ５ が 個 別 に 調 整 可
能 な 冷 却 空 気 循 環 を 備 え る こ と で 、 制 御 さ れ た 方 法 で ガ ラ ス パ ネ ル を 冷 却 す る こ と が で き
、 十 分 な 高 エ ッ ジ テ ン シ ョ ン を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
セ ク シ ョ ン ２ か ら 、 上 部 の レ ベ ル に あ る キ ャ リ ヤ ９ は 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ３ に 到 着 し 、 そ
こ で ガ ラ ス パ ネ ル の 主 加 熱 が 輻 射 加 熱 に よ り 行 わ れ る 。 そ の た め に 、 セ ク シ ョ ン ３ は 、 電
熱 式 の 輻 射 加 熱 抵 抗 １ ３ を 備 え た 天 井 を 有 し て い る 。 セ ク シ ョ ン ３ は 断 熱 床 １ ５ ａ を 有 し
、 上 部 ト ラ ッ ク セ ク シ ョ ン ３ と 下 部 ト ラ ッ ク セ ク シ ョ ン ６ と の 間 に 中 間 床 を 構 成 し て い る
。 こ の 中 間 床 １ ５ ａ の 頂 部 に は 、 キ ャ リ ヤ ９ の 底 部 １ ０ の レ ベ ル 下 に セ ッ ト さ れ た 輻 射 加
熱 要 素 １ ６ が あ る 。 輻 射 加 熱 要 素 １ ６ は 、 キ ャ リ ヤ ９ の 開 放 構 造 底 部 １ ０ に よ っ て セ ク シ
ョ ン ３ 内 の あ る 一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル の 底 パ ネ ル に 熱 を 与 え る 。 底 １ ０ は 全 開 放 構 造 で あ る
必 要 は な く 、 例 え ば 、 薄 い 穿 孔 さ れ た シ ー ト 、 ス ク リ ー ン 、 又 は そ の よ う な も の で 部 分 的
に カ バ ー す る こ と が で き 、 前 の セ ク シ ョ ン ２ の 対 流 空 気 と 加 熱 要 素 １ ６ か ら の 輻 射 熱 の 両
方 に 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 ７ は 、 レ ー ル １ ８ を 示 し 、 レ ー ル は キ ャ リ ヤ ９ の 底 フ レ ー ム １ ０ の 端 部 に あ る 。 そ れ に
よ り キ ャ リ ヤ ９ は 、 ロ ー ラ １ ９ 上 に 支 え ら れ て い る 。 ロ ー ラ は 、 炉 （ 図 ８ ） の 側 壁 １ ７ 上
に ベ ア リ ン グ で 取 り 付 け ら れ て お り 、 上 部 ト ラ ッ ク １ と 下 部 ト ラ ッ ク ２ １ を 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ８ は 、 中 間 床 １ ５ 、 １ ５ ａ の 頂 部 に あ る 輻 射 加 熱 要 素 １ ６ に つ い て の 例 を 示 す 。 こ れ ら
は 開 放 抵 抗 で あ っ て も よ く 、 セ ク シ ョ ン の 横 方 向 に 並 ん で 抵 抗 ロ ッ ド 要 素 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ
の た め に 分 け ら れ て お り 、 個 々 に 調 節 可 能 な 加 熱 装 置 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
最 後 の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ３ ａ の 後 に は 、 多 数 の 予 備 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ａ が あ り 、 そ こ で
一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル の 温 度 が 上 昇 し て 、 そ の 一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル が そ れ を 支 え る リ ン グ １
２ 上 で た わ み 始 め る 。 予 備 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ａ の 数 は 、 重 力 の た わ み に 対 し て 、 単 純 な 曲
げ 型 の 場 合 に は 最 後 の 予 備 曲 げ セ ク シ ョ ン 内 で 最 終 的 な 曲 げ 型 に 、 及 び 複 雑 な 曲 げ 型 の 場
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合 に は 殆 ど 最 終 的 な 曲 げ 型 に 到 達 す る た め に 十 分 で あ る 。 後 者 の 場 合 で は 、 曲 げ が 仕 上 げ
型 や 形 を プ レ ス す る た め に 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ｂ に あ る 昇 降 可 能 な 雄 モ ー ル ド ２ ２ を 使 用 す
る こ と で 仕 上 げ ら れ る 。 モ ー ル ド ２ ２ は 、 抵 抗 １ ４ ｂ に よ り 十 分 高 い 温 度 に 維 持 さ れ て い
る 。 ガ ラ ス の 曲 げ 温 度 は ５ ９ ０ ～ ６ ３ ５ ℃ の 範 囲 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
セ ク シ ョ ン ４ ａ と そ の 下 の 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ と の 間 に は 、 中 間 床 １ ５ が あ り 、 冷 却 空 気 循
環 用 ダ ク ト シ ス テ ム が 封 入 さ れ 、 設 け ら れ て い る 。 三 つ の 連 続 し た 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ と 調
和 し て 、 中 間 床 １ ５ に 横 付 け に 一 定 の 大 き さ に す る こ と が で き 、 又 は そ の 大 き さ に 対 し て
機 械 的 に 調 節 で き る 冷 却 空 気 取 り 入 れ 口 が あ る 。 中 間 床 １ ５ に 含 ま れ る 隔 壁 １ ５ ｂ は 、 中
間 床 １ ５ に 複 数 の 連 続 で 分 離 し た 冷 却 空 気 流 ボ ッ ク ス を 提 供 す る た め に 使 用 さ れ る 。 そ れ
に よ り 、 冷 却 空 気 の 流 れ が 個 々 に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ５ は 、 図 ３ の 中 間 床 構 造 に よ り 作 ら れ る 流 れ パ タ ー ン を 目 で 見 え る よ う に し た も の で あ
る 。 四 つ の セ ク シ ョ ン ５ の 頂 部 に は 、 三 つ の 連 続 し た 冷 却 ゾ ー ン が 作 ら れ て お り 、 そ れ ら
は 個 々 に 排 気 フ ァ ン ２ ３ を 有 し て い る 。 各 フ ァ ン ２ ３ の 吹 き 出 し 容 量 は イ ン バ ー タ に よ り
調 節 で き る 。 図 ４ は 代 替 床 構 造 を 示 し 、 隔 壁 １ ５ ｂ が 冷 却 空 気 用 の 主 と し て 斜 め 循 環 を 作
る よ う に 使 用 さ れ て い る 。 従 っ て 、 各 セ ク シ ョ ン ５ は 個 々 に 排 気 フ ァ ン ２ ３ を 有 し 、 そ の
吹 き 出 し 容 量 は 、 イ ン バ ー タ に よ り 調 節 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 連 続 し た 冷 却 ゾ ー
ン 及 び ／ 又 は セ ク シ ョ ン ５ は 、 個 々 に 調 整 可 能 な 冷 却 容 量 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
冷 却 セ ク シ ョ ン ５ に は 、 折 曲 し た 冷 却 パ イ プ シ ス テ ム を 設 け た ガ ラ ス パ ネ ル の 下 に 底 が あ
り 、 セ ク シ ョ ン ５ の 反 対 側 か ら フ ァ ン に よ り 冷 却 空 気 が 供 給 さ れ る 。 冷 却 パ イ プ シ ス テ ム
で 暖 め ら れ た 空 気 は 、 ダ ク ト に よ り セ ク シ ョ ン ２ ／ ７ 間 の 熱 回 収 に 運 ば れ る 。 冷 却 空 気 の
代 わ り に 、 冷 却 媒 体 が 流 れ 媒 体 、 例 え ば 、 水 を 含 ん で も よ く 、 そ の た め の パ イ プ シ ス テ ム
は 、 中 間 床 １ ５ の 中 又 は 下 、 及 び 可 能 で あ れ ば 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ の 底 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
冷 却 空 気 流 れ ボ ッ ク ス 又 は 他 の 冷 却 媒 体 用 流 れ パ イ プ を 備 え る 中 間 床 １ ５ の 底 表 面 、 即 ち
、 各 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ の 隔 壁 は 、 ガ ラ ス 温 度 を 測 定 す る た め の 、 及 び 冷 却 空 気 排 気 フ ァ ン
２ ３ の 操 作 や 他 の 冷 却 媒 体 の 流 れ を 個 々 に 調 節 す る た め の 熱 要 素 ５ ｔ を 備 え て い る 。 中 間
床 １ ５ の 底 表 面 、 即 ち 、 冷 却 セ ク シ ョ ン の 隔 壁 は 、 冷 却 領 域 を 増 加 さ せ る た め に 波 型 の プ
レ ー ト に よ り 作 ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ で は 、 ガ ラ ス 温 度 は 典 型 的
に は ４ ５ ０ ～ ５ ０ ０ ℃ の 範 囲 の 温 度 に 減 少 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
冷 却 セ ク シ ョ ン ５ の 下 流 で は 、 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ９ は 、 図 ２ に 矢 印 Ａ で 示 さ れ る よ う に 、
単 純 な 通 過 に よ り ノ ン ス ト ッ プ で セ ク シ ョ ン ６ を 通 過 す る 複 数 の 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ３ ａ
、 ３ の 下 に 運 ば れ る よ う に さ れ て い る 。 こ の 間 の 通 過 で 、 セ ク シ ョ ン ７ に 到 達 す る ま で 僅
か の 自 然 冷 却 が 生 じ 、 そ こ で は 冷 却 が 強 制 対 流 に よ り つ よ め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
冷 却 さ れ た ガ ラ ス パ ネ ル は 、 セ ク シ ョ ン ８ ｂ か ら そ れ て 荷 下 ろ し さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 セ ク
シ ョ ン ８ ｂ は 、 ホ イ ス ト 機 構 ２ ５ を 備 え 、 そ の シ リ ン ダ ２ ５ ｂ は 、 関 節 ジ ャ キ ２ ５ ａ に よ
り 支 持 さ れ 、 ガ ラ ス パ ネ ル は モ ー ル ド か ら 引 き 上 げ ら れ 、 柱 ２ ５ ｃ 上 に 置 か れ る 。 次 い で
横 方 向 に 移 動 可 能 な 架 台 （ 図 示 せ ず ） が 支 柱 ２ ５ ｃ の 頂 部 か ら ガ ラ ス パ ネ ル を 受 け 取 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ａ の 天 井 に あ る 抵 抗 １ ４ は 、 従 来 の 方 法 で 炉 の 長 さ の 抵 抗 を 有 し 、 炉 の
垂 直 方 向 に 連 続 し て 複 数 の グ ル ー プ の た め に 分 け ら れ て い る 。 各 グ ル ー プ は 炉 の 横 方 向 に
並 ん で 多 数 の 抵 抗 を 含 ん で お り 、 ス イ ッ チ の オ ン － オ フ に よ り 選 択 で き る 。 曲 げ セ ク シ ョ
ン の 抵 抗 領 域 に 対 す る 制 御 は 、 本 願 出 願 人 に よ る 米 国 特 許 第 ５ ， ４ ７ ０ ， ３ ６ ７ 号 明 細 書
に 詳 細 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル は 、 最 後 の 重 力 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ａ で 早 く 所 望 の 形 （ 単 純 曲 げ 型 ） に
た わ む と 、 圧 力 － 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ｂ を 通 過 し て 直 接 に 持 ち 上 げ セ ク シ ョ ン ４ ｃ に 移 動 さ
れ る 。 よ り 難 し い 曲 げ 型 で 必 要 な ら 、 セ ク シ ョ ン ４ ｂ が 使 用 さ れ 、 プ レ ス モ ー ル ド ２ ２ に
よ り 圧 力 曲 げ 操 作 が 行 わ れ る 。 そ の 結 果 、 キ ャ リ ヤ ９ を リ フ ト セ ク シ ョ ン ４ ｃ に 運 び 、 上
部 ト ラ ッ ク １ か ら 下 部 ト ラ ッ ク ２ １ に リ フ ト 機 構 ２ ０ に よ り キ ャ リ ヤ ９ を 下 げ る 。 こ の 点
、 一 組 の ガ ラ ス パ ネ ル の 冷 却 は 、 輻 射 加 熱 抵 抗 １ ４ ｃ に よ り 邪 魔 さ れ 、 そ の 結 果 、 制 御 さ
れ た 冷 却 が 最 初 の 冷 却 セ ク シ ョ ン ５ で 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
軽 量 構 造 ヒ ン ジ モ ー ル ド を 用 い て プ レ ス 曲 げ を 万 全 に 行 う た め に 、 こ の モ ー ル ド は 、 典 型
的 に は 、 重 力 曲 げ で 使 用 さ れ 、 軽 量 構 造 キ ャ リ ヤ 上 に 支 持 さ れ て い る が 、 本 発 明 で 実 現 し
た こ と は 、 モ ー ル ド １ ２ を 曲 げ セ ク シ ョ ン ４ ｂ の 底 ２ ８ で 突 っ 張 ら せ る か 又 は 支 持 し た こ
と で あ る 。 こ の こ と は 、 図 ６ に 描 か れ て い る よ う に 具 体 化 さ れ 、 そ の 結 果 、 キ ャ リ ヤ ９ は
モ ー ル ド レ ベ リ ン グ ロ ッ ド ２ ６ を 備 え た 底 を 有 し 、 セ ク シ ョ ン ４ ｂ の 底 ２ ８ の 各 ス ポ ッ ト
が 、 プ レ ス 曲 げ 操 作 の 間 に レ ベ リ ン グ ロ ッ ド ２ ６ を 支 持 す る た め に 空 気 圧 又 は 液 圧 シ リ ン
ダ ２ ７ を 備 え て い る 。 レ ベ リ ン グ ロ ッ ド ２ ６ は 、 ま た ロ ッ ド 又 は バ ー 又 は 幾 つ か の 成 分 か
ら な る 梁 状 の ア セ ン ブ リ ー 以 外 の 形 で 他 の 種 類 の 支 持 手 段 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
シ リ ン ダ ２ ７ の 数 は 、 例 え ば 、 ４ つ で 、 レ ベ リ ン グ ロ ッ ド ２ ６ の 数 は 、 そ れ に 最 も 良 好 に
支 持 を 与 え る 場 所 で モ ー ル ド １ ２ の 下 に 位 置 す る 二 つ で あ る 。 シ リ ン ダ ２ ７ の 代 わ り に 、
例 え ば 、 シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ た カ ム ホ イ ー ル を 利 用 す る こ と が で き る 。 シ リ ン ダ ２ ７
の ピ ス ト ン ロ ッ ド 又 は 偏 心 カ ム は そ れ 自 身 支 持 体 と し て 機 能 さ せ て も よ い 、 あ る い は 分 離
し た 支 持 体 の 持 ち 上 げ 、 及 び 下 降 機 構 を 含 ん で い て も よ い 。 重 要 な こ と は 、 モ ー ル ド 搬 送
要 素 ２ ６ を 同 じ に 支 持 で き る よ う に 、 又 は ト ラ ッ ク １ に 沿 っ て キ ャ リ ヤ ９ を 移 動 さ せ る た
め に 支 持 し て い る 位 置 か ら 同 じ に 離 せ る よ う に 、 支 持 体 ２ ７ が 、 持 ち 上 げ ら れ 、 及 び 下 降
で き る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ６ に 示 す よ う に 、 セ ク シ ョ ン ４ ｂ は 、 プ レ ス モ ー ル ド ２ ２ を 収 容 す る 交 換 可 能 な 天 井 ３
０ を 備 え て い る 。 ト ラ ッ ク １ 及 び ２ １ の 方 向 に 対 し て 横 に 延 び る レ ー ル ２ ９ に 沿 っ て 置 換
可 能 に 並 ん で そ の よ う な 二 つ の 天 井 ３ ０ が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 装 置 に お け る 上 部 ト ラ ッ ク の 上 流 端 部 と 下 部 ト ラ ッ ク の 下 流 端 部 を 示 す
。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 装 置 に お け る 上 部 ト ラ ッ ク の 中 央 セ ク シ ョ ン と 下 部 ト ラ ッ ク の 中 央 セ ク
シ ョ ン を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 装 置 に お け る 上 部 ト ラ ッ ク の 下 流 端 部 と 下 部 ト ラ ッ ク の 上 流 端 部 を 示 し
、 図 １ 、 ２ 、 及 び ３ の セ ク シ ョ ン が 代 わ る 代 わ る セ ッ ト さ れ 全 装 置 を 構 成 し て い る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 代 替 床 構 造 を 示 す 。
【 図 ５ 】 平 面 又 は 水 平 方 向 の セ ク シ ョ ン を 示 し 、 エ ッ ジ テ ン シ ョ ン を 与 え る 冷 却 セ ク シ ョ
ン ５ の 頂 部 部 分 を 通 し て 制 御 さ れ る 冷 却 空 気 循 環 を 示 す 。
【 図 ６ 】 曲 げ セ ク シ ョ ン の 断 面 を 示 す 。
【 図 ７ 】 装 置 で 使 用 さ れ る モ ー ル ド キ ャ リ ヤ の 模 式 的 な 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 そ の 頂 部 上 に 照 射 加 熱 要 素 １ ６ を 有 す る 、 予 備 加 熱 セ ク シ ョ ン ３ 又 は 予 曲 げ セ ク
シ ョ ン 用 の フ ロ ア の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 上 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク
２ 、 ３ 　 加 熱 セ ク シ ョ ン
４ ａ 、 ４ ｂ 　 曲 げ セ ク シ ョ ン
５ 　 冷 却 セ ク シ ョ ン
６ 　 冷 却 セ ク シ ョ ン
７ 　 冷 却 セ ク シ ョ ン
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８ 　 荷 積 み 及 び 荷 下 ろ し セ ク シ ョ ン
９ 　 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ
１ ０ 　 キ ャ リ ヤ の 底
１ １ 　 前 後 壁
１ ２ 　 曲 げ モ ー ル ド
１ ３ 、 １ ４ 　 輻 射 加 熱 手 段
１ ５ 、 １ ５ ａ 　 中 間 床
１ ６ 、 １ ６ ａ 、 １ ６ ｂ 　 輻 射 加 熱 要 素
１ ７ 　 炉 の 側 壁
１ ８ 　 レ ー ル
１ ９ 　 ロ ー ラ
２ ０ 　 リ フ ト 機 構
２ １ 　 下 部 モ ー ル ド キ ャ リ ヤ ト ラ ッ ク
２ ２ 　 雄 モ ー ル ド
２ ３ 　 排 気 フ ァ ン
２ ４ 　 ダ ク ト
２ ５ 　 ホ イ ス ト 機 構
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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